
原
三
信
家
に
は
代
々
伝
わ
る
三
点
の
家
宝
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

は
一
六
八
五
年
十
月
十
八
日
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ヘ
ン
デ
レ
キ
・
オ
オ

ベ
イ
（
国
の
。
号
弄
ｇ
の
）
か
ら
も
ら
っ
た
外
科
免
許
書
で
、
八
人
の

日
本
人
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。
（
横
山
又
右
衛
門
・
本
木
太
郎
右
衛
門
・

石
橋
助
左
衛
門
・
中
山
六
左
衛
門
・
楢
林
新
右
衛
門
・
横
山
與
三
右
衛

門
・
本
木
庄
太
夫
・
加
福
吉
左
衛
門
）

第
二
は
パ
レ
の
外
科
術
式
図
譜
絵
巻
の
写
し
で
、
楢
林
鎮
山
の

も
の
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
。

第
三
が
、
レ
メ
リ
ン
の
解
剖
図
（
］
呂
．
馬
ヨ
ョ
の
一
目
弓
昌
シ
潤

昌
門
罰
○
○
○
ｍ
旨
○
○
両
シ
弔
閏
⑦
口
竺
）
の
写
し
で
あ
る
。
こ
れ
は
本

木
庄
太
夫
の
翻
訳
で
、
原
三
信
元
弘
が
写
し
た
歳
月
が
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
年
）
九
月
吉
日
と
記
し
て
あ
る
図
は
オ
ラ
ン
ダ
人
を
日

本
人
に
変
え
た
だ
け
で
中
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

45

「
レ
メ
リ
ン
解
剖
図
」
と
「
原
三
信
解
剖
図
」

に
つ
い
て

原'）

一
一
一

ｊ２

信
．
○
原

寛

ま
た
、
イ
、
ロ
、
ハ
の
符
号
を
付
け
別
の
帳
面
に
日
本
語
の
臓

器
の
訳
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
解
剖
言
は
日
本
に
残
る
最
も
古
い

も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
最
初
に
こ
の
レ
メ
リ
ン
の
解
剖
図
を
翻

訳
し
た
の
は
本
木
庄
太
夫
で
あ
る
が
、
そ
の
原
本
は
見
つ
か
ら
な

い
。
こ
の
本
を
も
と
に
鈴
木
宗
云
が
一
七
七
二
年
、
和
藺
全
躯
内

外
分
合
図
を
出
し
て
い
る
が
こ
れ
も
一
七
○
○
年
代
以
降
で
、
図

も
翻
訳
も
分
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
解
剖
図
か
ら
見
る
と
、
一
六
○
○
年
代
一

部
で
は
あ
る
が
日
本
の
医
療
は
西
洋
医
学
と
比
べ
、
そ
う
ひ
け
を

取
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
大
多
数
の
医
師
、
医
学
が
漢
方
で
あ
っ
た
時
代
（
十
七

世
紀
）
に
、
こ
の
よ
う
な
解
剖
書
が
一
部
に
は
日
本
で
知
ら
れ
て
い

た
の
は
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
九
十
年
後
一
七
七
四
年
（
安
永
三
年
）
の
杉
田
玄
白
の

『
解
体
新
書
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
に
は
日
本
の
知
識

階
級
の
医
家
で
も
こ
の
よ
う
な
解
剖
学
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
臓
器
に
つ
い
て
の
命
名
も
早
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

酒
井
シ
ヅ
先
生
に
よ
る
と
、
本
木
庄
太
夫
が
初
め
て
レ
メ
リ
ン
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一
六
○
○
年
代
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
本
も
最
初
は
大
名

家
（
稲
葉
正
則
）
の
所
有
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
後

そ
の
証
明
と
し
て
、
原
三
信
が
写
し
た
レ
メ
リ
ン
解
剖
書
は
日

本
人
に
渡
る
前
に
す
で
に
男
体
図
の
右
下
の
キ
リ
ス
ト
像
は
削
ら

れ
、
墨
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
（
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
よ

プ
○
○
）

ま
た
、
江
戸
幕
府
が
鎖
国
を
確
立
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
厳
重
に

取
り
締
ま
っ
た
結
果
と
し
て
、
公
に
は
西
洋
の
文
化
を
公
表
し
に

く
く
な
っ
た
時
代
で
は
あ
る
が
、
医
学
な
ど
の
よ
う
に
実
用
的
で

あ
り
、
当
時
の
漢
方
で
治
ら
な
い
病
気
、
特
に
外
科
系
の
医
療
は

代
々
「
一
子
相
伝
」
的
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
日
本
各
地
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

え
ら
れ
る
。

の
本
を
訳
し
た
の
は
一
六
八
○
年
代
の
初
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
前
に
ベ
サ
リ
ウ
ス
の
本
の
解
剖
書
を
オ

ラ
ン
ダ
人
医
師
が
講
義
を
し
て
い
る
し
、
そ
れ
以
前
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
も
西
洋
医
学
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
西
洋
の
医
学
及
び
解
剖
学
の
知
識
が

一
六
○
○
年
代
に
一
部
と
は
言
え
、
日
本
に
知
ら
れ
て
い
た
と
考

期
に
伊
良
子
家
旧
蔵
と
な
り
、
最
後
は
小
川
鼎
三
蔵
書
と
な
っ
て

い
つ
つ
。こ

の
よ
う
に
一
部
と
は
い
え
、
あ
る
程
度
の
人
々
が
関
心
を
持

っ
て
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
後
も
こ
れ
ら
の
資
料
を
研
究
し
、
よ
り
確
実
な
考
察
を
し
て

い
き
た
い
。

（
Ｄ
医
療
法
人
原
三
信
病
院
）

（
”
医
療
法
人
原
土
井
病
院
）

ヘハ向
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